
受 講 料

会 場

主 催 ・ お 問 い 合 わ せ

令 和 ７ 年 度

３ , ０ ０ ０ 円 ( 事 前 振 込 )
※ 申 込 締 切 後 、 受 講 決 定 通 知 と 振 込 用 紙 を 送 付 し ま す 。

申 込 締 切

受 講 申 込

定 員

４ ０ 名 ( 申 込 多 数 の 場 合 は 、 抽 選 )

市 民 福 祉 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ よ り お 申 込 み く だ さ い 。( h t t p s : / / w w w . s h i m i n f u k u s h i d a i g a k u . j p / t r a i n i n g / )

令 和 ７ 年 ４ 月 ２ ４ 日 ( 木 )
※ 締 切 後 の 申 込 に つ い て は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

こ う べ 市 民 福 祉 交 流 セ ン タ ー

社 会 福 祉 法 人 神 戸 市 社 会 福 祉 協 議 会 市 民 福 祉 大 学
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対 象

目 的

日 時

老 人 福 祉 施 設 で 働 く に あ た り 、 職 員 と し て の あ り か た 、 利 用 者 ・ 家 族 と の 信 頼 関 係 、
職 場 で の 人 間 関 係 づ く り 等 に つ い て 、 講 義 や グ ル ー プ ワ ー ク を 通 し て 理 解 を 深 め ま す 。

神 戸 市 内 の 老 人 福 祉 施 設 等 の 新 任 職 員 ※ １～３ 年 目 の 方

令 和 ７ 年 月 日 ( 木 )５ １ ４ 時～１ ７ 時５１

※ お 知 ら せ い た だ い た 個 人 情 報 は 、 本 研 修 に か か る 事 務 以 外 に は 使 用 致 し ま せ ん 。

地 図

各 線 「 三 宮 」 駅 下 車 、 徒 歩 1 5 分
市 営 地 下 鉄 海 岸 線 「 三 宮 ・ 花 時 計 前 」 下 車 、 徒 歩 ７ 分
市 バ ス 7 系 統 「 市 民 福 祉 交 流 セ ン タ ー 前 」 下 車 す ぐ

●
●
●

受 講 生 の 声
● 先 輩 の 経 験 談 や さ ま ざ ま な 視 点 か ら 、 介 護 職 に と っ て 大 切 な

こ と を 学 べ ま し た 。

● グ ル ー プ ワ ー ク で 、 他 の 職 場 の 人 の 意 見 を 知 れ て 参 考 に な り 、
意 識 も 高 ま り ま し た 。
今 後 、 現 場 で も 活 か し て い き た い で す 。

講 師(所 属)内 容(ポイント)テーマ

大和 三重 氏
関西学院大学
人間福祉学部 社会福祉学科 教授

仕事のやりがいを見出し、長く働

いていく意欲や動機を見つけるこ

との重要性ついて学ぶ。

働きつづけるための

心がまえ

14:00

～15:45

休 憩
15:45
～15:55

津川 雅行 氏
介護老人福祉施設
カトレア鈴蘭台ケアハウスカトレアすずらん台
主任生活相談員

老人福祉施設で働きつづけていく

うえで、職員としての心がまえや

役割を自覚し、必要な知識を学ぶ。

老人福祉施設職員

としてのありかた

15:55

～17:00


